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行われていなかったのが原因だと思いま

す。

３．反省点

私はまだ、現場での経験不足からくる失

敗が多いです。失敗をしてしまうことによ

り、コストの増加など大変な事になってし

まいます。現場の中で、自分の会社や地元

住民や協力会社からの信頼も無くなってし

まいます。二度と同じ失敗をくり返さない

ようしなければなりません。自分にない力

不足な面を、たくさんの人から教わり、自

分で学んでいくことが必要になってきま

す。ヒューマンエラー、思い違い、計算ミ

ス、ウッカリミス、さまざまな要因は人間

である以上避けてとおれません。しかしそ

れを最小限にくいとどめていくのが技術者

としての力だと思います。私たちは、工程

管理・品質管理・安全管理・施工管理とあ

る意味日々そのことに追われながら、仕事

をしていかなくてはなりません。その中で

自分の知識・経験をいかして、冷静さを保

ちながら、ゆとりを持って現場を進めてい

くことが大切である。
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下水道工事の埋設管復旧での失敗 

１．工事内容

当工事は平成16年11月～平成17年６月

にかけて、汚水幹線築造を管推進工にて施

工する工事であった。

立抗５箇所、推進延長　L＝230m、付帯
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２．工事の経緯

立抗築造おいて、本工事は工業用水・水

道本管が重複しており、農業用水管を避け

ることが、困難のため、時期的に使用して

いないということで、工事中切断した。立

抗築造後、埋め戻しに際し、切断部塩ビ管

VP200を４月に復旧した。

しかし５月の農業用水時期に送水すると

漏水して地上に水が噴出した。

すぐに舗装を剥ぎ取り再度、復旧し、送

水後確認して、埋め戻し、舗装復旧終了し

た。

３．反省点

塩ビ管ということで送水後の確認をせず

に埋め戻した。今後は埋設管はすべて管理

者にチェックをしてもらい了解のもと埋め

戻しを行いたい。

写真－１　施工中

写真－２　手直し後




